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前号に続いて化学英語第2弾として，よく間違いが見受
けられる箇所を拾い上げ，さらに発表英語について言及
する。

よく間違いが見受けられるところ 2
Owing toは論文でよく使われる。日本語
で言うと「何のせいで」や「何のおかげで」
の意味である。化学論文では適切であるが
会話の中であまり使わないので，文章の中
で何度も繰り返すと少し不自然な感じを与
える。Owing toと同意語の「as a result of」
や「because of」を適所に入れると文章の流
れがよくなり読みやすくなるだろう。

Merit/demeritは日本語でも英語でもよく
使われている言葉である。日本では merit

は「長所」で demeritは「短所」という意
味である。しかし英語で「短所」は demerit

の単語の意味の中であまり主なものではな
く，「罰」か「処分」という意味として相
手に伝わるおそれがある。Merit/demeritを
「長所・短所」や「advantage/disadvantage」
と同じように使うのは厳密には間違いでは
ないが，merit/disadvantageを使った方がよ
り自然だろう。

Havingはよく withの代わりに使うが，あ
まり使いすぎると少し不自然になってしま
う。例えば An alkaloid having three quaternary 

carbonsより An alkaloid with three quaternary 

carbonsや An alkaloid bearing three quaternary 

carbonsがよい。文章で，with, bearing, having

を適当に混ぜるとよい。
Requested/demandedは当会の論文誌に投
稿する著者の方々の中でよく使われてい
る。「求められた・要求」という意味があ
るので文法的に使い方は間違ってはいない
が，感覚的にいうと化学論文では適切では
ないように感じる。Requestedは丁寧に頼
まれた，という意味で Demandedは命令さ
れるように要求された，という意味なので
「desired/necessary/in demand」の方がよいだ
ろう。

Considerを和英辞典で調べてみると「み
なす」や「考える」と定義されている。同
意語を例として「think」や「believe」があ
るが，意味が微妙に違う。「consider」は抽
象概念を判断する，または個人的な意見と

いう感覚がある，具体的な現象であるなら
ば「think」や「believe」がよく使われている。
例えば「The dimerization leading to formation 

of the four-membered ring is considered to occur 

t h ro u g h a r a d i c a l m e c h a n i s m」より「i s 

believed to occur」か「is thought to occur」の
方が正しいだろう。なぜならば化学反応機
構は具体的現象であり，人間の意見や道徳
とは何も関係がないからである。しかし
「Photocatalytic water splitting is considered to 

have great potential for future application」では
「consider」の方が適切だろう。未来の応用
で何がよいかは人間が決められることであ
るからだ。

Thenは文頭から使われることが多い。間
違いではないが，文中で用いた方がよいだ
ろう。例えば，Then trimethyl orthoformate 

was added to the enolate solutionよりも Trimethyl 

orthoformate was then added to the enolate 

solutionの方が綺麗な文になる。
Future/pastは名詞であり形容詞でもある。

名詞として使う場合は必ず theを語の前に
置く。例えば Geothermal power generation is 

expected to be extensively used in the future. 

Carbon tetrachloride was commonly used in the 

past.形容詞として使う場合は，the/aをつ
けないことが多い。例えば Past industries 

relied on cheap fuel sources. Future technology 

will emphasize efficiency.

日本語で型という言葉は大型，新型など
よく使われている。英語に直すと large-

type, new-typeとなるが，英語では typeは
必要ない。もちろん，typeをつける必要が
ある場合もあるが，なくても意味がはっき
りとわかるときには使わない方がよい。使
いすぎると子供っぽい印象を与えるかもし
れない。
カタカナ英語，宣伝英語，受験英語など

は正式な論文，化学報告書，研究発表では
使わない。これらは日本人同士が話すとき
に用いるため，日本人に情報を伝えるた
め，日本人の教育のためである。でもそれ
を出発点として使えば英語がさらに上達す
るだろう。
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口頭発表

科学の口頭発表と，研究論文は基本的に
似ている。どちらも細かい文法的な規則よ
りも文章や発表の全体的流れが重要である。
論理的に作成された文章はわかりやすく
意味が伝わりすい。まず序論では過去の研
究成果の流れや背景，研究の動機や意義，
重要性などを説明する。ここでは読者や聴
衆のために関連研究について簡潔な説明を
行うのが望ましい。次に本論では本研究を
中心にして論題を詳しく説明する。そして
結論では序論で提起された問題と結果をま
とめる。
しかし科学の口頭発表と，研究論文では
違う点もある。研究論文はじっくりと読み
込めるので細かい点や実験の詳細を容易に
伝えられるけれども，口頭発表ではそれよ
りも簡潔に原理，意義を説明し，重要な結
果を伝え，聴衆に命題の価値を納得させる
ことが必要である。口頭発表では時間が限
られていることが多いので，細かく詳細を
説明することは難しい。しかし最近では
PowerPointを使って発表を行うことが多く
なってきたので，これを効率的に利用でき
れば講演を行いやすくなり，また聴衆に対
してもわかりやすい講演を行うことができ
るだろう。PowerPointを用いて表す図や情
報は論文より少ない方が望ましい。現象の
傾向を見せるための重要点を含め，要点を
かいつまんで話すとよい。
論文は何度も読み返すことができる。そ
のため，文法または語彙に間違いがあれば
すぐにわかってしまうが，論文作成に十分
な時間を割くこともできる。同僚に確認し
てもらい，訂正してもらうこともできるだ
ろう。口頭発表は逆に一時的，瞬間のこと
であるので観客の脳が自動的に話を編集す
る。そのため，論文を書くよりも発表で話
す方が文法的な間違いなどに気を使うこと
が少なくて済む。聴衆が勘違いする可能性
は高いが，細かい文法的間違いは思わず無

視するので発表者は少し安心できるだろ
う。講演や会話を聴くとき，話す人（何人
でも何語でも）の言葉はとてもスムーズで
いい印象与えるが，その発表の録音を聴
く，または書き起こしたもの読んでみると
間違いがあった，ということはよくある。
PowerPointスライドを中心にして，簡潔に
話せば，口頭発表は問題なく行えるだろう。
英語圏では訛りが多くあるが，今日英語
は国際的な言語となったのでどれが正しい
発音なのか一概には言えない。だから日本
語訛りが少し英語に混じっていても大きな
問題ではないだろう。しかし訛りといって
も聴衆に聞き取れる限界がある。発音が標
準的なものとかけ離れすぎてしまうと聴き
取るのが難しい。発音に重点を置きすぎる
にはあまりよくないかもしれないが，発音
練習は重要である。日本人にとって発音す
ることが難しい音，例えば R，L，V，B，S

などは特にそうである。また単語だけでな
く全体の文の流れが重要であり，そのため
には英語のテレビ番組や映画を観る，音楽
を聴くことが大いに役に立つ。はっきりと
言葉を聞き取れなくても，どのような音，
流れなのかが次第にわかるようになる。こ
れらを英語で話すときに参考にすると発音
がかなり上達するだろう。
正式な文章では「c a n’t，w o n’t，i s n’t，

doesn’t，shouldn’t」は使われていない。こ
れは重要なことである。会話や小説などで
はよく使われるが，正式な文章では印象が
よくない。逆に口頭発表では自然な印象を
与えるので自由に使っていいだろう。
発表する予定がなくても定期的に練習し
た方がよい。完成した文書より，スライド
に合わせた概要を使った方がいいだろう。
例えば，スライド 1：ポイント 1，2，3，2

分。スライド 2：ポイント 1，2，3，4，3分。
それでできるだけ自然に話す。その次にス
ライドを観ながら完成した文書を読む。そ
れを繰り返せばかなり上達するだろう。
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